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卓　話
会　長　萩原達夫　　 会長エレクト　茂木　正　 
副会長　渋澤健司　佐藤賀則　茂木　聡　　幹事　五十嵐敦子
2014 〜 15 年度国際ロータリー会長 ゲイリー C.K. ホァン　　
第 2570 地区ガバナー　坂本　元彦

進　行：ＳＡＡ　永井保之　　　 　　点　鐘：午後12：30分　萩原達夫 会長
ソング：それでこそロータリー

会長挨拶　　　　　　　　　　　萩原達夫　会長

　７/11 に第二回会長幹事会が児玉 RC 本庄南
RC のホスト C でみさご鮨で行われました。ガ
バナー訪問、ガバナー補佐訪問等の協議が行われ
ました。
　7/12 は米山記念奨学部門セミナーが行われて
岡芹委員長と私とで参加してきました。その報告
は岡芹委員長より次回の例会で発表していただき
ます。
　7/14 は会員増強委員会が金井委員長のもと行
われました。
　7/15 は三年未満委員会が石原委員長のもと行
われました。
　それでは本日は会長の時間を使ってロータリー
の目的について話してみたいと思います。この話
について間違いがありましたら私の勉強不足です
ので、ご容赦いただきたいと思います。
　ロータリーの目的は事業計画の表紙の裏側に印
刷してあります。私自身、長い間ロータリーに在
籍していますが、ロータリーの目的をジックリ読
んだことはありませんでしたし、英語を和訳して
あるので分かりづらいので流してみていました。
そして、まず目的と目標について考えてみました。
　目的とはロータリーを何の為に始めたかという
原点、理念に通じ、変えてはいけないもののよう
におもいます。そして、目標は目的を現実化する
手段方法論で時代や国、リーダーによって変化す

るものであると思えます。
　まず初めにロータリーの目的は意義ある事業の
基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むこと
にある、とあります。世の中のためになる自分の
職業の基礎を、奉仕の理念（他への思いやりの心
助け合いの心、他人にお役にたつ行いをしようと
する心）を奨励し（これはいいと人にすすめるこ
と）そして大事に守って発展させる事。
　そして、4 つの奨励することにある、といって
います。
１、知り合いを広める事によって奉仕の機会とす
　ること、これはロータリーの人的資源を最大限
　活用する事によって、世のため人のための機会
　を創りなさいという事
２、職業上の高い倫理基準を保ち、役に立つ仕事
　はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕す
　る機会としてロータリアン各自の職業を高潔な
　ものとすること。
３、ロータリアン一人一人が、個人として、また
　事業および社会生活において、日々、奉仕の理
　念を実践すること。このふたつの部分を説明す
　る事は難しいですけれど、私なりに解釈してみ
　ると、職業と奉仕は普通別々の所に存在してい
　ると考えられていると思います。しかし、ロー
　タリーの奉仕は基礎に職業倫理を置いているの
　で、ロータリーにおいては倫理に反する儲けは
　存在してはいけない。奉仕は個人の職業倫理に
　おいて、奉仕の心を職業社会に実践してゆくも
　のととらえる。ロータリークラブで週一回の例
　会を開くのは、皆で一緒に食事をして親睦をは
　かり知り合いを増やし、色々な人の卓話を聞い
　て職業倫理を学ぶためだと思います。
４、奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネッ
　トワークを通じて、国際理解、親善、平和を推
　進する事。これは同じ職業倫理の価値観を持っ
　た仲間が世界平和を目指してゆく事だと思いま
　す。



幹事報告　　　　　　　　　　　五十嵐敦子　幹事

　

１、ハイライトよねやま 172 号
２、公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より当
　　クラブ寄付金累計額 4000 万円達成クラブ表彰
　　について
３、ガバナー月信 6 月号発行以降に、会員になら
　　れた方、表彰された方の紹介
４、秩父音頭まつり参加のご案内
５、本庄・こだま青年会議所 OB 会 25 周年記念
　　第１回チャリティーゴルフコンペの案内と参
　　加申し込み
６、本日「我が人生の軌跡 80 年」「ロータリーラ
　　イフ 40 年を迎えて」竹並パスト会長卓話につ
　　いて

地区・各委員会報告
第２回会長・幹事会報告　矢島淳一　ガバナー補佐
増強情報委員会(７月14日）　   金井義幸　委員長
３年未満情報委員会(７月15日)  石原　修　委員長

卓話　　　　　　　　　　竹並栄一郎　パスト会長
我が人生の軌跡 80年

ロータリーライフ 40年を迎えて

　皆さん今日は、萩原年度最初のパスト会長卓話を
させて頂きます竹並です。演題は「我が人生の軌跡
80 年、ロータリーライフ 40 年を迎えて」と致し
ました。
　一番目は、生い立ちと少年時代。二番目は、竹並
建設の創業期。三番目は、社業の発展と組織改革。

四番目は、社会貢献活動。結びは、ロータリーライ
フについてと致しました。
　以上のことについて、体験致しました数々の出来
事を申し上げましたが、多少なりともご参考にして
頂けますれば幸いです。
　私は、どのような時にでも、「災い転じて福となす」
を信条として、何事にも前向きで取り組んでまいり
ました。これからもこの精神で歩み続けていきたい
と念じております。
　ご清聴有り難うございました。

ニコニコＢＯＸ報告
「パスト会長　竹並栄一郎会員　本日の卓話宜しく
お願いします。」
萩原達夫　五十嵐敦子　高柳育行　八木茂幸
下山正男　内野昭八郎　渋谷修身　中島高夫　
矢島淳一　竹並栄一郎　茂木　正　岡崎正六
茂木　聡　永井保之　加藤玄静　春山茂之
澁澤健司　笠原　勝　飯塚明男　戸谷清一
中村　孝

竹並栄一郎
「本日卓話をさせて頂きます。」
加藤玄静

「地区の研修会の為早退します。」
飯塚明男

「看護師の講義のため早退させてもらいます。」
茂木　聡

「本日正午より紫雲閣において開かれます歴代地区
幹事会に急遽召集され例会を欠席させて頂きます。
竹並パスト会長の卓話が聞けず残念です。」
中村　孝

「在席 30 年のお祝をして頂きました。ありがとう
御座居ました。」

出席報告

次回プログラム発表
７月24日㈭　第４例会　12：30〜13：30
卓話　岡本　一雄　様（美里町　神主）

会員数 出席免除
会員数

出席義務
会員数

出　席
会員数 出席率

74 名 9 名 65 名 34 名 52.3％
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